
 

服薬依頼書について 
本校では、主治医から服薬の指示がある児童生徒について、保護者から依頼を受けて、 

本校職員が保護者に代わって服薬の指導を行います。その際、安全な服薬と健康管理の 

ために、「服薬依頼書」を提出していただきます。服薬を依頼する場合は、下記の点に 

ご注意いただき、担任までご提出ください。 

用紙はダウンロードしていただくか、保健室にも用意してありますので、担任にお伝えください。 

 
 

各種服薬依頼書を提出する際は、薬局で渡される「薬剤情報提供書」または 

「お薬手帳」等、薬の内容について詳しく書かれた物を必ず添付してください。 

 

 

 

  

かぜ等で短期間（1週間未満）服薬が必要な場合は以下を提出してください。 

【提出物】 

①「服薬依頼書（短期服用の場合）（連絡帳に貼る等してご活用ください。） 

 ②薬局で渡される「薬剤情報提供書」または「お薬手帳」等、薬の内容について詳しく 

書かれた物（コピーをしてお返しします。） 

 

・原則として医師の処方を受けた薬をお預かりします。酔い止め・生理痛の市販薬については個別に 

ご相談ください。 

・日中の服薬が必要な場合が対象となります。 

・服用が１週間以上続く場合は、別紙「服薬依頼書（長期服用〔１週間以上〕の場合）」に記入して 

ください。 

・当日分のみ（1 回分ずつにわけて）持たせてください。（目薬や塗り薬等、分包出来ない場合は 

そのまま持たせてください。） 

 

 

 

 

 

短期（１週間未満）の服薬を依頼する場合 



長期（1 週間以上）の服薬を依頼する場合 

日常的に薬を服用しており、学校生活での服薬が必要な場合は以下を提出してください。 

【提出物】 

①「服薬依頼書（短期服用の場合）」（連絡帳に貼る等してご活用ください。） 

 ②薬局で渡される「薬剤情報提供書」または「お薬手帳」等、薬の内容について詳しく 

書かれた物（コピーをしてお返しします。） 

 

・原則として医師の処方を受けた薬をお預かりします。酔い止め・生理痛の市販薬については個別に 

ご相談ください。 

・日中の服薬が必要な場合が対象となります。 

・当日分のみ（1 回分ずつにわけて）持たせてください。（目薬や塗り薬等、分包出来ない場合は 

そのまま持たせてください。） 

・年度途中で薬の量や内容に変更があった場合は、その都度連絡帳にてお知らせください。その際、 

「薬剤情報提供書」または「お薬手帳」等を提出してください。 

・年度途中で服薬が必要になった時は、その時点で提出してください。 

 

  



宿泊を伴う行事の際に服薬を依頼する場合 

宿泊を伴う行事の際には改めてご提出ください。 

【提出物】 

①「服薬依頼書（短期服用の場合）」（連絡帳に貼る等してご活用ください。） 

 ②薬局で渡される「薬剤情報提供書」または「お薬手帳」等、薬の内容について詳しく 

書かれた物（コピーをしてお返しします。） 

 

・原則として医師の処方を受けた薬をお預かりします。酔い止め・生理痛の市販薬については個別に 

ご相談ください。 

・服薬依頼書（宿泊を伴う行事の場合）と薬は行事の１週間前までに持参してください。 

・予備の薬（１日分）を必ず用意してください。 

 

 〇服薬依頼書記入の際は、使用方法や部位、時間帯を詳しく記入してください。特に留意事項がある 

場合は、依頼書下の留意点に記入してください。 

例：塗る部位…両腕、右膝、背中の赤みがある部分 等 

時間帯…起床後すぐ、朝食後、就寝 30分前 等 

  

〇粉薬、錠剤、カプセルについて 

   １回分ずつ、１日ごとに小袋等にまとめ、服用する日時、 

学年クラス、氏名を記入してください。 

水濡れや紛失防止のため、ビニール袋等にまとめて入れて 

ください。 

 

〇水薬について 

   できるだけ１回分ずつ小さい容器に分けてください。やむを得ない場合は、容器に必ず予備分を

含めて入れてください。あわせてメジャーカップの用意もお願いします。 

   容器にも、服用する日時、学年クラス、氏名を記入してください。こぼれないようふたをきちんと 

閉め、ビニール袋等に入れてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年クラス 

飯富 特子 

○／△ 

1 日目 

朝食後 

 

学年クラス 

飯富 特子 

 

予備 

朝食後 

学年クラス 

飯富 特子 

○／△ 

1 日目 

朝食後 

 

お弁当用の 

しょうゆ入れなど 

学年クラス 

飯富 特子 

 

予備 

朝食後 

 



市販薬（酔い止め・生理痛のみ）に関する注意事項 

原則として医師の処方を受けた薬をお預かりします。酔い止め・生理痛の市販薬については、個別に 

ご相談ください。 

 

①本人が日常的に使用していて、副作用等の心配のないものに限る。 

②書面による情報提供書（「使用上の注意」等）を提出する。 

③他に内服薬がある場合、飲み合わせの確認を保護者が主治医と行う。 

④薬の保管場所・服薬方法等について、保護者と担任及び学年主任とで確認を行う。 

 

  



災害時の服用を依頼する場合 

災害時に学校待機となった場合を想定してお預かりするお薬です。 

【提出物】 

①「服薬依頼書（短期服用の場合）」（連絡帳に貼る等してご活用ください。） 

 ②薬局で渡される「薬剤情報提供書」または「お薬手帳」等、薬の内容について詳しく 

書かれた物（コピーをしてお返しします。） 

 

・原則として医師の処方を受けた薬をお預かりします。 

・3 日分の薬を 1 回分ずつにまとめて持たせてください。 

（大袋や大瓶でまとめてお預かりすることはできません。ただし、 

目薬や塗り薬等、分包できない場合はそのままお預かりします。） 

・保健室で管理します。 

・学期末に薬を返却しますので、使用期限を確認し、入れ替えをお願いします。 

 

〇粉薬、錠剤、カプセルについて 

 ・１回分ずつ袋等に小分けし、服用する時間、学年クラス、氏名を記入 

してください。 

・水濡れや紛失防止のため、ビニール袋等にまとめて入れてください。 

 

〇水薬について 

 ・１回分ずつ小さい容器に分けてください。 

 ・容器には、服用する時間、学年クラス、氏名を記入してください。こぼれないようふたをきちんと 

閉め、ビニール袋等に入れてください。 

  

 

 

 

お弁当用の 

しょうゆ入れなど 

学年クラス 

飯富 特子 

１日目 

朝食後 

 

学年クラス 

飯富 特子 

1 日目 

夕食後 

 


